
研修事業（都道府県）  

・認定調査 員研修事業  

・主治医研修事業  

・介護認定審査会委員研修事業  

定平準化研修事業 ・介護認 （審査会の長、市町村職員対象）   



要介護認定に係る各種研修事業について  

国は、調査指導員、都道府県職員等の指導的立場の人材を育成する研修を行い、都道府県及び指定都  
市は、認定調査員、介護認定審査会委員等実務者の資質向上を目的とした研修を行う0  

或実施主体」弘道府県」旨定都市立  
《実施主駐国及  

認定調査員等研修事業  （補助率：1／2）  都道府県等職員研修事業  
［要介護認定の流れ］  

【目的】  
認定調査員等の資質向上   

【開始年度】  

平成11年度  

高齢者  【目的】  

要介護認定業務の適切な運営に係る知識の修得   

【対象者】  

都道府県等職員   

【開始年度】  

平成18年度  

要介護認定の申請  
認定調査員研修  

【対象者】  

新規に認定調査に従事する（予定）者並びに  

既に認定調査に従事している者  

主治医意見書  
主治医研修  

調査指導員養成研修事業  
【対象者】  

主治医意見書を記載する（予定）医師  
介
護
認
定
審
査
会
 
 

【目的】  

認定調査員に対する指導的役割を担う専門家の  

養成   

【対象者】  

市町村等認定調査に関して指導的業務に従事す  

る者   

【開始年度】   

平成19年度  

介護認定審査会委員研修  

【対象者】  

介護認定審査会委員及び委嘱予定の者  

介護認定平準化研修  

【対象者】  

審査会の長、市町村職員（平成19年度）   
要介護  要支援  非該当  



マニュアル等の件成  

審査会運営のバラツキ等をなくすことを目的として、  
全国で統一したマニュアルを作成し、配布する  

介護認定審査会平準化マニュアル  
ー主に認定審査会の平準化が目的  

一現在印刷完了  

認定調査員指導者養成マニュアル（仮題）  

一主に都道府県・市町村の指導員用  

介護認定事例集（仮題）  

介護支援専門員のための主治医意見書の活用マ  
ニュアル（仮題）  

一 介護支援専門員用が活用   

●  



適正な審査判定を徹底し、要介護認定の適正化を推進する。  

・各都道府県・市町村等からの要請に基づき、認定   
適正化専門員を派遣  

対象市町村の現状を確認した後、認定適正化専門  
員による介護認定審査会の運営現場における技術  
的助言  

認定適正化専門員は1グループ4名程度  

19年度はloo保険者の訪問を予定   



要介護認定ソフトの見直しに向けて  

前回の調査後5年経過し、サービスの質の向上や理想とするサー  
ビスの在り方に関する考え方の変化等を要介護認定におけるロ  

ジックに反映させる。  

認定調査項目の見直しを検討  
－ 18年度高齢者介護実態調査（タイムスタディ）の結果より有   

効な項目の追加  

一判定に大きく寄与しない項目の削減  

要介護1相当の振り分けの実現  
一以下の要素をソフトに反映させることが課題   

・認知症高齢者の日常生活自立度の確定   

・廃用の程度の吟味   

・状態の安定性の吟味   



平成18年度高齢者介護実態調査（タイムースタディ）  

1．調査の概要   

一時間調査  
・連続した48時間のケア内容を記録  

・マンツーマン方式   

一状態調査  

・既存の認定調査項目に109項目を追加  

2．調査実施状況   
一調査施設候補  

・調査実施施設数60施設  

3．調査結果  
■現在分析中   



新しい認定ソフトを用いたモデル事業   



その他の課題に対して  

・一次判定非該当者の重度変更率は全国的に高い   

一 非該当だと申請者がサービスを受けられないのではとの懸念から一次判定  

が非該当な例に機械的に重度変更しているのでは？  

・非該当看でも特定高齢者施策を受け皿にすることはできないか？   

［＝＝＞ ンク  
させることが必要  

要介護認定に時間を要する  

－認定調査の外部委託を減らし、不確定要素を減らすことはできないか？  
一審査会の開催効率を改善できないか？  

［＝弐 塞品  
図る   



要介護認定 lニ関する資半斗  

（全国版）   



都道府県別データ  
（単位．人）  

※人口は「平成17年度国勢調査」による  
※1号被保険者数、認定者数については「介護保険事業状況報告（暫定）・平成19年1月末現在」による   



要介護・要支援状態区分別の軽重度変更率（平成18年度計）  

ニ 次 判 定  

要支援  要介護  合計  重度変更率  軽度変更率  
非該当  

2   2   3   4   5   件数   割合   

40．932  76，097  10，093  23，055  1，536   75   7   5  151，800   
非該当  3．5％   73．0％  

27．0％  50．1％   6．6％  15．2％   1．0％   0．0％   0．0％   0．0％  100．0％  

7，043  443，607  88，052  143，028  13，983   621   14   4  696，352   
要支援1  16．2％   35．3％   1．’0％  

1．0％  63．7％  12．6％  20．5％   2．0％   0．1％   0．0％   0．0％  100．0％  

要介護1  1，734  114，520  553，009  567，162  199，310  13，294   281   9  1，449，319   
33．6％   14．7％   8．0％  

相当  0．1％   7．9％  38．2％  39．1％  13．8％   0．9％   0．0％   0．0％  100．0％  

34   660  14，171  29，248  432，006  108，750  3，487   64  588，420   
要介護2  13．7％   19．1％   7，5％  

次  0．0％   0．1％   2．4％   5．0％  73．4％  18．5％   0．6％   0．0％  100．0％  

判  33   18   290  1，013  33，847  403，579  99，628  7，565  545，973   
12．7％   19．6％   6．4％  

定  
0．0％   0．0％   0．1％   0．2％   6．2％  73．9％  18．2％   1．4％  100．0％  

22   4   15   80  2，275  58，685  313，864  77，876  452，821   
要介護4  10．5％   17．2％   13．5％  

0，0％   0．0％   0．0％   0．0％   0．5％  13．0％  69．3％  17．2％  100．0％  

25   0   5   132  5，286  49，554  369，820  424，823   
要介護5  9．9％  12．9％  

0，0％   0．0％   0．0％   0．0％   0．0％   1．2％  11．7％  87．1％  100．0％  

49，823  634，906  665．631  763，591  683，089  590，290  466，835  455，343  4，309，508   
合計  100．0％   20．1％   7．4％  

1．2％  14．7％  15．4％  17．7％  15．9％  13．7％  10．8％  10．6％  100．0％   

【平成19年3月31日時点報告集計（認定支援ネットワーク調べ）】   



定lニ関する資米斗  要介護認  

（者β道府県別集計デ  タ）   



（1）変更に関する指標  

重度変更率‥全審査件数（認定申請有効）のうち、二次判定で一次判定の結果よりも重度に変更したものの割合  
軽度変更率‥全審査件数（認定申請有効）のうち、二次判定で一次判定の結果よりも軽度に変更したものの割合  
重度変更率一軽度変更率：重度変更率から軽度変更率を引いた数値  

都道府県別 重度変更率・軽度変更率  
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・括弧内数値：都道府県ごとの介護認定審査会数  

・都道府県名は、左より重度変更率が高い順に並べた  

）錨≦盛酵軽度変更率（左の目盛り）－■トー平均要介護度（ニ次判定）（右の  

資料）平成18年度要介護認定実態調査より   



（2）要介護度分布   

二次判定における要支援1～2、要介護1～5の各要介護度別認定者数の割合  

都道府県別 平均要介護度（二次判定後）  
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・括弧内数値：介護吉忍定審査会ごとの平均要介護度  

・都道府県名は、左より平均要介護度の高い順に並べた  

2   

資料）平成18年度要介護認定実態調査より  



（3）「要介護1相当」の振分に関する指標  

振分率（要介護1相当）：二次判定で「要介護1相当」と判定されたもののうち、「要介護1」と判定されたものの割合。  

都道府県別「要介護1相当」振分率  

重奏車重垂頭香車戸夏車中早重り？∴■二平甲要粛軍車（土加重）（右の目盛り）；  

・都道府県名は、左より、振分率の高い順に並べた  
資料）平成18年度要介護認定実態調査より   
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（4）一次判定から二次判定の問で「非該当」と判定されるものの減少に関する指標  

二次判定非該当／一次判定非該当：一次判定で「非該当」だったものを二次判定で「非該当」だったもので割った値。数値が／トさいほど二次ti叶定の段階で「非  

該当」が減少している。  

都道府県別 二次判定非該当／一次判定非該当  

L車重車重麺車重頭重車キニら車中画ナ手車強要介意鹿（±如嘩）一（右あ目盛り） 

・括弧内数値：都道府県ごとの介護認定審査会数  
・都道府県名は、左より二次判定非該当／－一次判定非儲当の低い順に亜べた  

資料）平成18年度要介護認定実態調査より  
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